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　　東京都立川市では平成 22年度に新たな
市庁舎の竣工が予定されています。土屋公雄
スタジオの 4年前期設計計画Ⅵでは、その
新庁舎で展開されるアートプロジェクトにグ
ループ制作で取り組みました。立川市は「ま
ち全体が美術館」という理念のもと、積極的
にアートを取り入れたまちづくりを推進して
います。例えばファーレ立川では、それぞれ
のアート作品が換気口、排気塔、車止め、ベ
ンチやサインなど、街に必要とされる機能を
持っており、人々の日常の中に溶け込むよう
にして存在していました。新庁舎における
アート化計画もそのような構想の一端を担っ
ています。
　市庁舎の設計者である客員教授の野沢正光
先生から、設計に関する様々なお話をしてい
ただきました。建物内部の機能美においては
初期段階から市民との対話、ワークショップ
を重ねて追求していったというお話が特に印
象的でした。これはいわば立川市民のための
オーダーメイド市庁舎であると言えるでしょ
う。ならば私たちも市庁舎のためだけのアー
ト（サイト・スペシフィック・アート）を創
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られない感性を育ててくれたと思う。
　先日モダンリビング誌の読者投票で昨年の
一位に選ばれ「モダンリビング大賞」という
賞をいただいた。「渾身の住宅」と評してい
ただいたがまさにその通りだった。設計から
工事監理・コンストラクションマネジメント
まで、全身全霊を掛けてほぼ３年近くを費や
した。構造体打設方法からサッシ・空調電気
システム・家具・浴槽・照明・取手にいたる
までほぼ全てのものをオリジナルで制作し
た。独自の空調システムを抱き込んだ家具
類は、家具工場に通ってディテールを探り、
FRPで作った浴槽の曲面部分は自分で工房で
削らせてもらった。ブロンズで鋳造した取手
や装飾金物は、妻の彫金の技術を駆使して自
分たちでWAX原型を制作した。至福の仕事
だった。
　在学中は決して真面目とは言えない生活を
していたが、学校が好きだった。教室、特に
授業中の教室に居た時間は決して長くなかっ

◎日月会の共催をいただき建築学科の芦原義
信賞（全学科卒業生対象 :創造的環境形成に
寄与した作品）と竹山実賞（建築学科卒業生
対象 :建築作品・プロジェクト）は今年で第
６回を迎えます。昨年度は芦原賞に木岡敬雄
氏（1982年卒）「大洲城天守の復元」、竹山
賞に井手孝太郎氏（1989年卒）「SHELL」が
選ばれました。今年度も皆様の応募を楽しみ
にしております。応募要項は建築学科HPか
らダウンロードできます。〆切は12月14日。

るべきではないかという考えが出発点となり
ました。
　しかしいざ作り手側に立つとどうすれば自
分たちの作品がサイト・スペシフィック・アー
トに成り得るのかよくわかりません。まず
はリサーチをして自分たちの中の情報を増や
し、あらゆる方向から可能性を探っていこう
という話になりました。市庁舎の模型制作に
始まり、実際の施工現場にも足を運びました。
現場に行くと、模型だけでは見えてこない周
辺環境の音や光、色、においなどが感じられ
ます。そこで得たものがアイデアのきっかけ
となることも多々あり、改めて場所を直接体
験することの大切さに気づかされました。他
にも立川市の地図や歴史などからも何かヒン
トを得ようと図書館や資料館へも行ったりし
ました。また、現在の公共の場ではアートや
デザインがどのように生かされているのかを
知るべく、パブリックアート＆ランドスケー
プ見学ツアーも行いました。
　リサーチを進めるのと並行して、ドローイ
ングや模型などでアイデアをとにかくたく
さん出していきました。みんなの個性的なド
ローイングが壁一面に貼られたときのゼミ室
はとても賑やかで楽しい空間となりました。
その一見個性的でバラバラに見えるそれぞれ
のアイデアの中にも、いくつかの共通点を見
出すことができます。それらをつなぎ合わせ
て大きな軸をつくり、そこからまたアイデア
を出して可能性を拡げては再度まとめるとい
うことを繰り返していきました。学校での話
し合いだけでは時間が足らず、みんなでファ
ミレスに行って夜通しでディスカッションを
することもしばしばありました。それでもな
かなかしっくりするアイデアが出てこない
日々が続きました。そこでもう一度図面や模
型に立ち戻って考えていったところ、市庁舎
という建築と関わったアート、その場から発
生するアートを創ることが私たちの求めるサ
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　コータローは不思議な男だった。入学当
初から妙な存在感を発していた。酔えば高
校時代の武勇伝を語り、曰く大抵の遊びは
もう済ませた、学校をサボッてヒドい事を
しでかした、果てには礼宮様を暗殺するフ
リをして SPを驚かせたとまで言う。今の
秋篠宮殿下である。彼は高校まで学習院だっ
たのだ。みな唖然としていた。こうしてコー
タローの加減を知らない大学生活が始まっ
た。スキー部に入れば足を折る。突然奇声
を発し周りを騒がせる。米軍ハウスに住め
ば騒ぎ過ぎて通報される。欧州に建築視察
旅行に行けばイタリアを一ヶ月放浪し、帰
国後は駐車違反のキップが送られて来る。
歩く放射性物質のような男で、近くに寄る
者はみんな被爆した。行動だけ見ればとっ
ちらかってるとしか思えない彼は、同時に
誰よりも建築を愛する男であり、熱心な勉
強家であり、緻密な戦略家であった。卒業
から現在に至る道のりも実に無駄がなく、
建築界における今日の活躍も、彼にとって
は想定内だろう。彼の目線は既に日本を越
え海外へ向かっているに違いない。武蔵美
でコータローのような変人に出会い、学生
時代を共に過ごし、20年を超えて刺激を受
け続ける私は幸せである。

同級生の眼
「地球に落ちて来た男」
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たと思うが、何しろ学校内に居る時間は誰よ
り長かったのではないかと思う。サークルの
部室やホール下の喫茶室の他、当時建築学科
とホールの間に在った魅力あふれる他学科の
工房群と友人達。プラスチック工房、陶磁工
房、木工房、石彫場といった場所が僕の居場
所だった。毎日学校に行き、朝から晩まで校
内のどこかに頭を突っ込んでいた。
　今回、様々な材料でのカスタム部材の制作
を抵抗なく進められたのも武蔵美の日々に
養った実在の材料への感覚だったと思う。
　自分なりに精一杯過ごしたつもりの大学生
活だったが、正直なところクラスの中では問
題児扱いされていたのではないかと思う。そ
んな僕が学校で表彰されるとは誰が予想した
だろう。卒制をやっと提出出来た気分だ。
＜作品のコンセプト＞SHELL

   林の中に巨大な貝殻のような構造体が落ち
ている。その構造体は何かわからないが明ら
かに周囲の自然の一部（岩や洞窟）ではない。
いわゆる廃墟でもない。何か全く別の場所で
別の目的に作られた構造体の一部。その中に
床を張り、間仕切りを建て、家具を造作して
住んでいる。SF映画で土着の住人が墜落し
た宇宙船の残骸の中に住込んでいるようなイ
メージ。その構造物は既に長い間そこにある
ので、それを避けて樹木が育ち風景に完全に
溶け込んでいる。建物が長い間使用され、朽
ちることなく自然の一部として土地に溶け込
んでいってほしいと考えるうちにこんな情景
にたどり着いた。
　朽ちるように同化するのではなく、いつま
でも在り続けてこそ土地に溶け込んでいくも
のだと思う。建物が長い間愛され続けその地
に溶け込んでいくためには、自然への抵抗力
を持つ必要があると感じた。生活空間を自然
から隔離し保護するシェルターとしての性能
を高めることで、家自身も自然から保護され
快適な空間を提供し続けられ、結果的に長期

ない風景を作り出す。現代彫刻のように周囲
の自然をも豊かにし、それを空間に有機的に
引きずり込む、そんな建築を目指した。
＜構成＞敷地中央の大きなモミの樹を囲み、
敷地内の松並木を望む配置を試みた。当初は
三次曲面のシェルを考え、Cの字断面のシェ
ルが Jの字にモミの樹を囲み、中を一部２
層にする案だったが、予算や工法・仕上げの
問題から２次元曲面で構成できる案に修正し
た。Jの直線部を背の低い楕円の筒、曲線部
を大きな楕円の筒とし、二つを直列に連結し
て諸条件に合わせて自由な曲線でカットし
た。楕円の断面は上下部は 330ｍｍ、左右
部は 730ｍｍと連続的に変化している。地
上 1400ｍｍのレベルに床を張り、シェルの
下半分が大きく外部へ張り出しテラスを支え
る。室内の給排気はサッシ下部の立上がりか
ら取り、テラスの立上がりのルーバーを介し
て外部に通じている。一般部分は冷房を設け
ていない。開口部は可動部分を多くとり自然
の通風を効率的に取れるよう工夫した。

　SHELLと題するこの住宅で、竹山賞をいた
だいた。受賞の際、竹山先生に「与えられた
状況からごく自然に生まれでるもの」「自ず
と空間のかたちが生まれてきたのだろう」と
審査評をいただいたが、全くその通りだった。
課題を抱えながら、明け方から日に何度も現
場に佇みイメージを膨らませ、そんな作業を
繰り返して形を創っていった。驚いたことに
その結果出てきた形は学生時代の課題の延長
だった。卒業して 20年、日々技術の習得に
没頭してきたが、自由に発想出来るチャンス
と巡りあった時出てきたのは武蔵美の生活の
なかで考えていた事だった。あの時期にどん
なに自分の感性が創造されたかを改めて思い
知った。武蔵美の自由な風土が後からでは得

間愛され手入れされ使用され続ける。そうし
てその地に溶け込んでいくものだと思う。
　この地域の自然は厳しく湿度も高い。地域
の多くの建物は下見板貼りの木造の家で、そ
れらは朽ちて森に同化しているが、決して快
適そうではない。多くはもう何十年も使わ
れておらず廃墟化している。地域ではコンク
リートの建物をタブー視する傾向もあるよう
だが、湿度の多い地表から建物を浮かせたい、
しかも朽ちない躯体にしたいと実感した。
　自然との境界を曖昧にし同化することを善
しとする日本的な自然との関係は、繊細な瀬
戸際の攻防を日々継続することで成り立って
いる。毎日の生活の場であればこれを維持す
ることが出来るが、別荘は快適でなければ行
かなくなるだけだ。滞在の半分は掃除や手入
れで終わってしまうというのでは、直ぐに使
わなくなってしまう。週末住居は余暇のため
の場だから、必要な機能のみを満たせばよい
だけではない。心を豊かにし英気を養う空間
と、自然と一体になり一日眺めていても飽き

イト・スペシフィック・アートに繋がるので
はないかという考えに行き着きました。再び
模索の日々を続け、最終的にまとまった案は
「立川の樹」を創ろうというものでした。単
に植樹をするのではなく、吹き抜けから屋上
にあるボリュームにかけて張り巡らされたワ
イヤーを伝って様々な植物が育っていき、い
つしか絡み合ったその植物たちがみんなの大
きな樹になるというものです。新たな市庁舎
とともに成長していく樹であってほしいとい
う願いも込めています。
　徹夜での作業が続いた時や途中でアイデア
が出せなくなった時はつらいと感じたことも
ありましたが、最後まで頑張る事ができたの
はゼミの皆がいたからです。これまで経験し
たことのない規模でのプロジェクトを成し得
たのもグループ制作ならではだと思います。
今回の制作を通しての経験、皆と共に過ごし
た時間は何より代え難いものとなりました。

自然に生まれでるもの
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ター達と共同でもっと大きなスペースを借
りようということで探したのが Deluxeで
した。「生意気」というグラフィックデザ
イナーたちがいたり、「中目黒薬局」の DJ 

QuietStormがいたり、ドレミさんという
ジングルを作っている人がいたり、インテ
リアデザインの spin off という会社があっ
たり、ビールを醸造する人もいました！そ
れで「東京エール」を皆で一緒に作ったん
ですよ。共同作業しながら他の人がしてい
ることからインスピレーョンをうけたり、
新しいアイディアを見つけることもありま
した。一人でやっていると気づかない事
も、他の人が見て「方向性が違うんじゃな
いか」「こういうやり方もあるよ」と気づ
かせてくれました。自分の好きなものとい
うのは、例えば家を買うときもコップを買
うときも、ある共通するセンスやスタイル
があると思うのです。ジャンルごとに分割
する必要はありません。トータルデザイン
というと大げさな言葉ですが、気持ちとし
てはトータルで見るのがいいと思います。
FF: 創作活動だけでなく、「ぺちゃくちゃ
ナイト」を主催して、いろんなクリエイティ
ブな活動を発信していく立場に立って、活
動されていますね。建築家の仕事はどこま
で広げていけるのか、興味深いところです。
AK: 建築家の仕事は無制限だと思うんで
す。だからこそデータバンクにいろんなこ
とをインプットして、必要な時それを取り
出せるようにしておきたいのです。「ぺちゃ
くちゃナイト」もそのひとつです。必ず仕
事に役に立つとも言えないけど、気分転換
になるし、「今日来てよかった。プラスに
なった」という満足感を持てることは、仕
事をうまくやるために大事なことです。楽
しむのも仕事だと思っています。ただお酒
を飲んでよっぱらったり週末寝ているとい

Forma Foro（以下 FF）：本日はお忙しい
ところ、インタビューを快諾していただ
きありがとうございます。
既にもう何百回も聞かれた質問かもしれ
ませんが、留学そして仕事の場に日本を
選ばれた理由は何でしたか。
Astrid Klein（以下 AK）：日本は海外の国
としてエキゾチックな印象があり、実際
に見てみたいと思っていました。留学す
るには費用が高かったので奨学金で行き
ました。当時私はアート、特に彫刻やイ
ンスタレーションを中心に勉強していて、
日本の漆工芸にも惹かれていました。「シ

うだけじゃなくて（笑）、もっと意識しな
がらいろんな事を見たり人に会って楽しむ
ということです。そのために何か努力する
ことも必要です。何かアクションを起こさ
なければ何も起こらないし、楽しむ、喜ぶ
ということもないから。
　椎名英三先生がおっしゃっているのは、
建築は山登りみたいなもので、半分ぐらい
登って頂上を見て、「まだこんなにあるん
だ」とあきらめの気分になるけれど、下を
みると「やっぱり、ここまで来たのを無駄
にしたくない」と思う（笑）。そこでまた
頑張って頂上に着くと、美しい素敵な景色
が開ける。苦労した分その景色が倍ぐらい
美しく見える（笑）。仕事のときも同じで、
最初の企画で「そのアイディア、いいね」
と盛り上がって、「よーし、やろう！」と
いうことになるけれど、現場が始まって問
題がたくさんでてきて「あー、やりたくな
い！」となってしまう。毎回そんな調子で

すが、建築が出来るとその喜びは何にも変
えられないものです。
FF: KDaの作品を見ているととても楽しん
で創っているというのが伝わってきます。
AK: 私達は「楽しまなければ、やるべきじゃ
ない」という思いがあります。ただ床・壁・
天井をつくるだけじゃなく、人の心を動か
したいのです。心を動かせば、それが思い
出になる。自分の人生も無駄にしたくな
い。70歳、80歳になって振り返って、「こ
れを創って良かった」と言いたいのです。
それぞれの建築に出会った人や色んなエピ
ソードがある。高いハードルもあって、簡
単ではないけれど・・。このテーブルで、
スタッフ全員でプロジェクトのブレインス
トーミングをする時も、みんな盛り上がっ
ていて欲しいのです。建築プロジェクトは
少なくとも２年間ぐらいかかりますから、
盛り上がらない気持ちで嫌々やっていても
つらいから、「これは面白い、楽しい」「こ
ういうものがあったらいい」ということを
考えることが大事です。デザインコンペも
負けることもありますが、負けても決して
後悔はしたくない。自分たちの提案を信じ
て、情熱をかけて創ったのだから、選ばな
かった人が負け。（笑）どのプロジェクト
もそのぐらいの気持ちでやりたいです。

所で働くチャンスに恵まれました。私達は
雑誌「SD」で色々な建物に注目していま
したが、テキストが全部日本語なので写真
だけ見ていました。気づいたら面白いと
思った作品は全部伊東さんの設計だったん
です。「White U」（「中野本町の家」）、「シ
ルバー・ハット」、「タワー・オブ・ウィンズ」
（「風の塔」）などです。当時の伊東事務所
はまだ大きくなかったのですが、ちょうど
世界中の JALのカウンターのコンペを勝っ
た頃で、伊東さんももっと海外に出ていか
なければならないと思っていました。当時
の事務所の人たちは英語をあまり話せなく
て、海外から電話が来ると「ガイジン！」
みたいな状態でした（笑）。伊東さんも私
達のような外国人のスタッフが入れば、所
員も英語が話せるようになるだろうという
期待もあったかもしれません。私達は事務
所に２年位務めた後独立しました。当時
あるデベロッパーがたくさんマンション
を持っていて新築も建てており、Richard 

Rogersや Zaha Hadidに設計を依頼して
いました。私達になぜアプローチしたかと
いうと、彼らは古いマンションを持ってい
て、それを壊して新しいものを建てると同
面積がとれなくなるので改装する計画をし
ていたのです。当時ロンドンでドックラン
ドの開発が進んでいて、倉庫をスタイリッ
シュなロフトに改装していました。当時の
日本ではリノベーションという考え方を知
らない人がほとんどだったし、多分単純
に「イギリス人に頼めば出来るだろう」と
いうことで（私はイギリス人ではないので
すが）依頼されたのでしょう。そのうち仕
事が増えて伊東事務所と両立することが難
しくなってきたので思い切って独立しまし
た。しかしクライン・ダイサム・アーキテ
クツとして始まったところで１年以内にバ

Freshness of Vision:  
新鮮な驚きを提供するデザイン
アストリッド・クライン   KLEIN, Astrid
クライン・ダイサム・アーキテクツ

シンポジウム・レポート
４号館「建築の創造と再生」
小倉康正　OGURA, Yasumasa
18回生　

TOPICS

　
　第１回フォルマ・フォロ・セミナーが武
蔵美新宿サテライトにて９月５日に開かれ
た。このセミナーは武蔵美建築学科に縁が
あり広く活躍されている方を招いて特別講
義をしていただくもので、日月会会員及び
一般の方や学生にも開かれている。第１回
は坂本一成氏をお招きし、自身の建築に対
する考え方を自作のスライド等を交えて
語っていただいた。坂本氏は、1971年か
ら 83年まで約 12年間武蔵美の専任教員を
務められた。その頃坂本氏は住宅作家とし
てデビュー後、＜閉じた箱＞あるいは＜家
型＞などと呼称する都市型の独立住宅を主
に手掛けておられた。当時大学院生として
図面を引いていた一人が、後半の対談で参
加していただいた神戸芸術工科大学の鈴木
明氏である。散田の家（1969）から網津小
学校（2010竣工予定）まで、ほぼ全ての作
品について解説した坂本氏のレクチャーは、
建築設計に伴う様々な制約や与件と、それ
とは無関係な建築の構成形式あるいは空間
図式を重ねようとする時の葛藤やすり合わ
せの中にこそ、自由で解放された建築空間
が獲得されるという内容に貫かれていた。
鈴木氏の指摘した＜坂本独自のスケール＞
が、構成形式と現実条件とを重ね合わせる
ための道具であり、かつ建物を建築に変換
させる道具なのではないかというところま
で対話が進展したところで時間切れとなり、
その後は懇親会でのフリートークへと続い
た。第２回セミナーは竹山実氏をお招きし、
2010年 4月 24日に新宿サテライトで開催
される。前半は竹山氏の特別講義、後半は
鄭秀和氏を招いて対談の予定である。

　
　

　1964年、まだまだキャンパスの態をなし
ていない土地に本格的アトリエ棟が建設さ
れた。当時、芦原義信46歳、保坂陽一郎30歳。
それから 45年、去る 6月 4日に、耐震・修
復工事を終えた 4号館（旧アトリエ棟）を
祝したシンポジウムが鷹の台キャンパスに
て開催された。基調講演には「4号館設計の
ころ」と題し保坂陽一郎名誉教授が立った。
　平仮名であらわす “むら” そして「先生
を中心としたいくつかの “むら” の集まり」。
なんとも初々しいイメージだ。4号館の出
発点からは設計者のまっすぐな気持ちが伝
わってくる。一方まっすぐなおもいは建設
委員も同じであった。その結果、意欲的な
提案（HPシェルの屋根、45度配置のアトリ
エ）は、ギリギリの調整の果て、ついに頓
挫する。おりしも年末だったという。しか
し現在の姿を見ると、当初のイメージがぶ
れることなく実現されているのが判る。正
月休みをへて再開された設計、そこで「今
までの統合があった｣という言葉に、4号館
が羽化した瞬間をみる思いがした。
　続いて、油絵学科の赤塚祐二氏「使用す
る油絵学科の立場から」、芦原建築研究所の
石岡俊二氏「4号館の耐震設計・修復工事」、
建築学科の宮下勇氏「4号館からキャンパス
計画へ」が順にパネラーとして登壇。後半は
建築学科の長尾重武氏の進行、第一工房の高
橋靗一氏と建築史家の中谷礼仁氏がコメン
テーターとして加わり、4号館を多彩に照ら
し出した。最後に 4号館のDOCOMOMO・
Japan 145選リストアップが報告され閉幕と
なった。
 

日月会新会長のご挨拶

更田邦彦　FUKEDA, Kunihiko
16回生　日月会会長　更田邦彦建築研究所

ンプルでありながらインパクトの強い表現
力」という相反する二面性を持つ漆にと
ても興味を持ちました。私がロンドンの
Royal College of Artで勉強していた頃は、
日本はバブル経済の真っ只中でした。日本
の建築雑誌を見ると、信じられないような
斬新なデザインの建物が載っていました。
ロンドンやイタリアの古い歴史を持つ街並
では、こんなに大胆な建物なんて考えら
れなかったので本当にびっくりしました。
「こんな建物が建てられるんだ！」と驚い
たし、実際に見てみたかったのです。まず
は日本を見に行こうということで、パート
ナーのマーク・ダイサムと来日しました。
東京にはシネマ・ライズや青山製図学院な
ど「え～？！」という（笑）建物がたくさ
んありました。奨学金が終わったらもう少
し日本に残って仕事をしたいと思っていま
したが、幸運なことに私達は伊東豊雄事務

FF: 学校の話を伺いたいと思います。今回
のバーティカルレビューで、２年生から４
年生までの作品を見ていただきましたが、
武蔵美の建築学科の印象はいかがですか。
AK: 第一印象は、やはり美術大学だなと感
じました。活き活きとしていて面白い。建
築はただのオブジェじゃなく、使っている
人がどんな風にそれを使って体感して楽し
んでいるのかを考えていると思います。自
分がそこにいたらどうだろうと想像しなが
ら創っているのがいいし、大事なことです。
FF: 日本の学校と、イギリスの学校では、
どんな違いを感じられますか。
AK: 教育システムが全く違うと思います。
文化も違いますから、違いが生まれるのは
しかたがないですが。例えば日本人は個
人差というのはなるべく消していきます
ね。海外では全く逆で、個人差を出してい
く教育をするのです。そういった意味で日
本人はクリエイティブな分野のなかでは、
ちょっと不利かもしれません。高校までは
個人差を出すのはよくなかったのに、美術
大学に入ったとたんに個人差を出す競争に
なっていくので、学生達にはその競争感が
理解しにくいかもしれません。海外では大
学は社会に出て行くための練習の場です。
日本は卒業して会社に入ってから練習が始
まるのです。実際はクリエイティブな分野
ではずっと競争です。RCAの先生には「君
たちが卒業して仕事が来たら、『ちょっと
待ってください、先生に聞いてきます』と
は言えないんだよ。自分の頭で考えて問題
を解決して表現しろ。」と言われました。
先生は全部教えてくれるわけではないので
す。一番の先生は自分なのですから、学生
の皆さんには自信を持って、楽しんで創っ
てもらいたいと思っています。
（Klein Dytham architecture事務所にて）

１）ホームページの再開 (2009.07.)

２）メールマガジンの登録と配信 (2009.09.)

３）ブログ「日進月歩・日月会」の開始 (2009.10.)

　：この会報を含め上記３点は，日月会から
　　情報発信していくための場の整備
４）フォルマ・フォロ・セミナーの開催
　　(2009.09.)

　：日月会の目的である「会員相互の親睦と
　　建築学科の発展に寄与する」ための場で
　　あり，日月会の活動を内外に広げていく
　　ための場の整備
５）会則の改正ならびに施行 (2009.11.)

　　：日月会という場そのものの再整備　現
　　　在のみならず今後の日月会の運営指針
　　　であり，規則を分離することでより実
　　　効性を持たせた
６）会員の代表者会議（仮称：代表者のフォ
　　ロ）の開催 (2009.11.)

　　：各代の代表者を集めた「代表幹事会」
　　　を再開するための場の整備
　
　これらはいずれも始まったばかりの段階で
すので，今後執行部の方で進めていく中で，
修正・変更しながら、より実効性のあるもの
にしていきたいと考えております。
　これまでとこれからの日月会に対するご意
見やご批判も含め、今後とも会員の皆さまの
お力添えを賜りますよう、宜しくお願い申し
上げます。
　
◎お願い：日月会のメールマガジンに是非ご
登録ください。１ヶ月 に１回程度、日月会か
らのお知らせを配信しています。登録はホー 

ムページからお願いします。

　本年度より日月会会長を仰せつかりまし
た更田邦彦と申します。新執行部に変わり、
会の運営を始めてから早８ヶ月が経ちまし
た。再開いたしました日月会のホームページ
http://nichigetsukai.com/

をご覧いただいた方には、今年の基本方針に
つきまして、ご理解いただいていると期待し
ております。

　お陰さまで９月５日に開催しました「フォ
ルマ・フォロ・セミナー第１回：坂本一成講
演会」も、135名の方々にご参加いただき，
次回の竹山先生の講演会へと繋がることで、
盛会のうちに終えることができました。

　日月会メールマガジンにご登録いただいた
方も，会員以外の方を含めて現在 164名とな
り、会員数に比べてまだ登録者数が少ないの
は否めませんが，徐々に日月会の活動が目に
見えるようになってきています。

  これらのことも含め「使い勝手のよい共有
の場」として、日月会がより有効に機能して
いくよう基盤整備を進めており，次に述べま
す事項が臨時総会・執行部会にて決定され動
き出しておりますので，この場でご報告させ
ていただきます。

ブルははじけてしまい、いろんなプロジェ
クトがペンディングになってしまい大変で
した。でもヨーロッパに帰りたくなかった
ので、一生懸命あちこちでいろんな仕事を
探したり、インテリアデザイン、展示、イ
ンスタレーション等なんでもやりました。
FF: その「なんでもやる」というオー
プ ン な 姿 勢 が、KDa（Klein Dytham 

architecture）らしいですね。建築、イン
テリア、プロダクト、グラフィックから「ぺ
ちゃくちゃナイト」まで幅広く・・。
AK: そうですね。もともと私はアートを勉
強していてインテリアデザインを経て建
築に行ったので、アート寄りのアプローチ
をしてきたのです。建築を勉強したのも、
AAスクールではなくて Royal College of 

Art という美術大学でした。RCAの建築学
科はインテリアデサインと建築両方がミッ
クスされていて、みんな同じ課題をやりま
した。インテリアデザインの課題も、建築
の課題も両方ありましたが、私にとってそ
れがとても良かったのです。美大ですから
アートの他にインダストリアルデザイン、
ファッション、陶芸など興味深い分野がた
くさんあって、建築だけよりも面白かった
し、インスピレーションを受けました。独
立して突然私達建築家だけになって「つま
らないね」ということで、身近なクリエイ

インタビュー VISTA

第１回 Forma Foroセミナー

岩岡竜夫　IWAOKA, Tatsuo
16回生　東海大学
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